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第 2 章 利他の心 

＊利己を抑えれば利他の心が生まれる～利己が勝ると破綻を招く 

＊経営とは利他行である～何のために京セラを作ったか 

 「全従業員の物心両面の幸福を追求する」事が会社の目的、そこで「人類社会

の進歩発展に貢献する事」と考えた。 

 会社の拡大は利他行の拡大～利他の心で視野が広がる～ 

＊親子愛に学ぶ～母性愛が利他の極致～ 

 自分の命と差し替えに子供を守ろうとする理屈抜きの母性愛。 

第 3 章 真の勇気を持つ 

＊正しい判断を持つには勇気が必要、経営者に必要な「凄まじい闘魂・ガッツ」 

 ネガティブなファクターを排除する勇気・卑怯な振る舞いがあってはならな

い、知識よりも見識・見識よりも胆識を備えた信念にまで高めることです。 

＊真の勇気は実践の場です～「ビビリな人」には鉄火場を踏ませる。 

 勇気にもとるような人を後継者に選んだら会社はつぶれ従業員は不幸になる。 

 本当は怖がりで「ビビリ」しかしセンスがあり大人しい、非常にまじめな人物、 

 そういう男は仕事を通じて鍛え上げ勇気を持つ人間に仕上げるのが理想です。 

＊経営には垂直登はんの勇気が必要～「人でなし」な事を云う勇気～ 

 私に言わせると「数％の利益」は利益の内に入らない 10％を超える利益を出

す、恥も外聞もなく経費を削る事で損益分岐点を下げる。 

 労働組合との闘い・総スカンを食っても妥協しない、管理職でない頃に自分で

自分を追い込んだ。 

＊小善は大悪に似たり・大善は非情に似たり～優しさ・厳しさを併せ持つ～ 

 厳しさは大善を成す行為、私は皆さんを救うためにあえて厳しいことを言い

ます、それこそが大善というものです。 

第 4 章 高き願望と果てしない努力 

①「どうしてもこうありたい」と強烈に願う、無限の可能性を信じて目標を立て

る、売り上げ、利益、そして実践項目も全部作る、理想を掲げ、そうありたい

と思ったらいい訳はしない、先ずは町で一番、次は区で一番、次は市で一番、

次は日本で一番 

②潜在意識に到達する迄の強く持続した願望を持つ、四六時中思うと潜在意識

に迄も、思いが入って、車の運転が非常にいい参考で何年も運転を経験すると

潜在意識が勝手に働いて無意識に運転できる。 



～繰り返し念じたことは潜在意識に現れる～潜在意識化しているのは 10 分の一

しょっちゅう自分の意識に「自分の経営はこうありたい」と考えていると潜在

意識にも入るし、顕在意識にも出てくる、出会いのチャンスとなる。 

 一時的に考えただけでは実行できない「強烈な願望を抱くのは経営の第一歩」

です、毎日考えていると必ず実現できます、考えたとおりに仕事ができるよう

になります。 

③地道な努力を一歩一歩堅実に～もっと楽な方法はないか思うことは失敗の始

まりです。 

④人からできないと云われたことに挑戦する～有言実行で自ら追い詰める。 

 第二電電設立の際にも巨大なインフラを持ったNTTにどうして対抗できるの

か、竹やりみたいなもので立ち向かっても吹き飛ばされるだけだと、日本中の

経営者も不可能だと。 

14km 離れてスタートしたマラソンに例えて私は昭和 34 年の 4 月 1 日に会社

創業のスタートは昭和 20 年の終戦から新しい日本がスタートしていて、そこ

から 14 年経っていた分です。 

100 メートルダッシュで走り続け（脱兎のごとく）3 ヶ月でふらふらになった

が、全く新しいセラミックで街の一番になろう、次は区内で一番、そして京都

で一番に、更には日本で一番に、いや世界で一番になるには努力次第だと。 

遂に先頭集団に追いついた！～大阪証券取引所に上場の前日、全従業員を会社

のグランドに集め「いよいよ明日第 2 集団に追いつくことになる、そして東京

証券取引所に第一部上場の先頭集団に出て行こう」と、訴え数年で実現した。 

その後すぐに株価日本一のソニーを抜き更にニューヨーク証券取引所に上場

できました。 

第 3 部 私を支えた人生哲学 

第 1 章 敬天愛人の思想 

 27 才の時に現在の京セラの前身である京都セラミックという会社を京都の

方々が集まって資本金 300 万円を出して頂き、更に 1000 万円銀行借り入れも

していただき「さあ稲盛さんこれであなたの今迄の研究をベースに、更に立派

な研究をし、立派な会社にする土台を作ってあげたので頑張ってください」と

云われた、当時私は 1,5 万円しか持っていませんでした、会社が始まるとすぐ

に年上の人からも、若い人からもいろんな相談が集まり、会社経営をしたこと

のない私は非常に悩みました。 

 丁度会社が出来た最初の頃、会社を作って頂いた方から西郷南洲の「敬天愛人」

という書を頂き額にして会社の応接間にかけて毎日仕事に頑張っていました。 

～人間として何が正しいか判断基準に～私は「経営というものはどういうもの

でどう判断すればいいか誰にも教わっていませんでした、会社の経営判断も



“人間として何が正しいか”と云う一点に絞って経営を進めていきたい」と 

従業員にも自分にも言い聞かせていた。 

 西郷南洲の「敬天愛人」という書を見て、これでいいのだと認識し、今日では

京セラはメーカーとして巨大な企業へと成長し、世界中に沢山の工場を持つ 

 規模になりましたが「敬天愛人」ということを全く変えていません、すべての

工場の応接や会社の入り口にこの書を掲げ京セラの経営の中心にしています。 

～混迷の時代に求められるのが敬天の思想～ 

資本主義メッカである米国でエンロンという巨大なエネルギー会社がトップ

の会計上の不正を発端にして一瞬にして倒産、第二電電を作ったときに手本に

した米国の通信会社ワールドコムもトップの不祥事で会社更生法適用となり、

そのことをきっかけに米国の証券取引所では不祥事が起きないようにいろん

なルールを作りましたが本当は「敬天の思想」つまり「天に恥じない経営をし

ていく」この一点で実はすむことだと私は思っています。 

～経営理念「全従業員の物心両面の幸福を追求する」を掲げて「会社を始めて 3

年目、その年に採用した高卒社員十数名が集まり“こんなぼろ会社とは知らな

かった”とボーナス・昇給の保証を約束してほしい」と連名で血判を押して 

要望書を持ってきた「私には約束できない、しかし誰よりも必死で、この会社

を立派にしていって君達の生活もうまくいくようにしてあげたい、私が誠意

を踏みにじるようなことがあったら刺し殺してもいい」という事を 3 日間、話

し続けて、結局そこ迄も言うのならと最後は全員が分かってくれました。 

 そして会社の経営目的を「全従業員の物心両面の幸福を追求する」という一点

にして同時に人類・社会の進歩発展に貢献しようと、もう迷わないと思って、

目を上げると応接間の「敬天愛人」という文字が飛び込んできて正に西郷南洲

が言う「愛人」の神髄が分かって、今日までそれをズーと守ってきております。 

第 2 章 公平無私の精神 

 トップに立つものは天道を踏み行うもの～会社が出来て 10 年位して山形県の

庄内地方の方が来られて「西郷南洲遺訓集」を出したのは薩摩の方々ではなく 

 我々の先輩で、それをあなたに差し上げます、と云われて頂戴しました。 

 私はそれを読んで「敬天愛人」という 4 文字だけで経営をしたいと思っていま

したが、それだけではありませんでした、官職というものは、その人を選んで

それを適任の人にこれを授けて、功績のあった人にはお金を上げて大切にし

ておくとよろしいと南洲は政治家の道を云っていますが「中小企業の経営者

であれトップに立つものはこの心構えがなければならない」と思いました。 

「自己犠牲を厭わない人、そして組織全体に思いをはせるような人でなければ

トップになってはならない」と私が悩んでいることを教えてくれました。 

「職位で遇するのではなく、任にふさわしい人を要職に」 



＊己を愛するは善からぬことの第一歩なり～会社を上場すると、何十倍という

キャピタルゲインを得られる、その後没落していくケースを私は沢山見てき

ました、京セラが上場した時、50 円額面で株券が 400 円で初値が付きました

が私は京セラから新しい株券を発行して市場に出しましたので全額が会社に

入りました。 

 80 年代後半のバブル最盛期の時に不動産投資をして巨額の富を得てわが世の

春を謳歌、その後のデフレで全てを失い借金だけが残り塗炭の苦しみをされ

ている方もいます。 

＊「遺訓集」26 番目で南洲は「自分を愛することは善くない事の筆頭」と、 

自分の手柄を誇って生意気になるのは全て自分を愛する為であるから決して

自分を愛してはならないと。 

＊混迷する世相を救う為のリーダーの要諦～自己犠牲の精神がない人が上に立

つようなら、その下にいる人達は正に不幸になります。 

＊遺訓集 30 番「命もいらず、名もいらず、官位も金もいらぬ人は始末に困るも

のや、この始末に困る人でなければ国家の大業はなし得られぬもの也」と。 

 しかしこの様な人は普通の人の目には見抜く事が出来ないと云っております。 

 世界各国のトップにこの思想を持った人がいない事が世界中を混迷にしてい

る元となっています。 

＊どんなことでも正道を踏んで誠を尽くす、決して偽りのはかりごとや詐欺を

用いてはなりません、回り道をしているようだけれど、後々はかえって成功は

早いものであると厳しく、いさめています。 

＊電電公社が民営化されNTTとなり新規参入が可能で競争が起きて通信料金も

安くなり、どこか立派な会社が名乗りを上げると思ったが NTT があまりにも

巨大なためにどこも経営リスクがあると手を上げなかった。 

 私は通信料金が安くないことを心配し 6 ヶ月間毎日寝床に就く前に「動機善

なりや、私心なかりしか」と自分に問うていました、そして「情報化時代を迎

えて日本の通信料金を安くしてあげたい」その 1 点で名乗りを上げました。 

 創業の時から一緒にやってもらった仲間の人達には株を持ってもらい創業者

の私は公認会計士の親友が私に「動機善なりや私心なかりしかと云ったやな

いか、あんたは持ってはならん」と云われ一株も持たなかった。 

＊遺訓集 5 番目の「幾歴辛酸志始堅」西郷さんはその経験をしたのです。 

 我々は西郷さんと同じ辛酸をなめることはできません、しかし知的にそう思

っていることを、心の奥底まで落とし込んでいく作業は出来る筈です。 

 自分はこういう生き方をしたい！！ 

 読者のみなさんの人生が更に素敵なものになる事を心から願っています。 

                                （ 完 ） 


